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た。委員会の主な議題は表１に示す通りである。

2.2　�Webによる病院、高齢者施設感染者数状
況の調査

ニュース速報アプリである NewsDigest の「新
型コロナ感染事例マップ」を用いて調査を行っ
た。2020年７月末時点での病院と高齢者施設のク
ラスター発生数を図１と図２に示す。東京圏、大
阪、北海道、福岡が上位を占めていたことが分か
る。

2.3　�感染者受け入れ病院内の調査
感染症法の特定、第一種、第二種感染症指定医

療機関および日本感染症学会の Covid-19症例報
告の資料を基に、東京と大阪の49病院を抽出し、
クラスター発生のある病院とそうでない病院を分
けてアンケート調査を郵送で実施した。各病院に
対し、下記に示す２種類のアンケートを送付し
た。アンケートの回収数は13件（27％）であった。

アンケート１：空調施設管理部署担当者への空
調設備の設置と運用に関するアンケート。

アンケート２：感染対策管理部署担当者様への
感染発生状況と対策に関するアンケート。

空調・換気設備については、スタッフ控室、外
来診察室、一般病棟病室、集中治療室の何れにお
いても、個別冷暖房・中央換気方式が多く採用さ
れている。個別冷暖房・個別換気方式は１件のみ
であった。窓開けによる自然換気の実施割合は、
診察室と集中治療室は半分以下、病室とスタッフ

控室は半分以上であった。
感染症対策に関するアンケートの結果では、

WHO ガイドラインの病院に関する換気量の情報
を知っている病院は30％であった。また、専門家
のアドバイスを受けたいかの問いに対し、13件の
うち５件が受けたいとの回答を得た。

表２に各病院のゾーニング・PPE（Personal 
Protective Environment）状況を示す。現場で
様々な工夫がなされていることが窺えた。

３．今後の予定
2020年４月７日に１回目、2021年１月８日に２

回目、2021年４月25日に３回目の緊急事態宣言が
発出された。現在、感染の第４波を受け病院の現
場は大変な状況になっている。Covid-19感染拡大
がある程度収まったら、アドバイスを受けたい病
院の担当者と情報を共有するほか、アドバイスを
行う予定である。
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